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分野横断的な調査と分析の実施 

地方の組織の結び付けおよび優れ
たエネルギー方針とGHG方針の
共有 

建築分野のGHG削減ポテンシャ
ルの実現に向けた進展の周知  

GBPN 

 ビルディングエネルギー効率 

およびパフォーマンスにおける 

ベストプラクティス方針の醸成 

 

 低炭素、低エネルギー、かつ

効率的な建築を推進する方針と
プログラムの展開   

 

 政策立案者とビジネスリーダーに対

する世界クラスのエネルギー効率に関
する専門的知識の提供 

 

 

地域での存在感を保ちつつ、グローバルに活動 

変化 

 方針と市場 

GBPN Asia GBPN / Shakti  



パートナー 

Is it possible for ci es to spur economic growth while enhanc-
ing energy e ciency? Which municipal sectors o er the 
greatest poten al for energy cost savings? How can mayors 
introduce policies that save money, expand services and  
contribute to the global response to climate change? And 
where can urban planners find private sector investment to 
finance innova ve energy e ciency programs?  
 
The World Bank’s new City Energy E ciency Transforma on 
Ini a ve (CEETI) o ers city governments the support with 
which to answer these cri cal ques ons. It is a joint ini a ve 
by three World Bank units—the Energy Sector Management 
Assistance Program (ESMAP), the World Bank Ins tute (WBI), 
and the Informa on and Communica on Technologies Unit 
(ICT), in partnership with the Global Buildings Performance 
Network (GBPN) and the Collabora ve Labeling and Appliance 
Standards Program (CLASP). CEETI helps urban leaders inte-
grate energy e ciency into the core of city planning through 
programs to build their capacity, map out citywide e ciency 
strategies, and facilitate access to development financing.   
 
 

The three-year ini a ve will assist selected ci es throughout 
the en re process from assessing their energy e ciency  
poten al to developing bankable energy e ciency projects or 
investment programs to designing targeted interven ons in 
areas such as public ligh ng, buildings, water u li es, power 
and district hea ng, and urban transport. When implement-
ed, these energy e ciency measures can help improve public 
services and lower municipal energy bills, as well as contrib-
ute to job crea on, economic growth and the city’s compe -

veness, while reducing greenhouse gas emissions. 
 
CEETI builds on experience gained from implementa on of 
the Tool for Rapid Assessment of City Energy (TRACE), which 
was created by ESMAP to measure energy e ciency across a 
range of municipal sectors and pinpoint ac ons that can  
improve energy use and save ci es money. Since its crea on,  

CITY ENERGY EFFICIENCY 
TRANSFORMATION INITIATIVE 

 

 
TRACE has been deployed in more than 25 major ci es around 
the world, including Rio de Janeiro (Brazil), Skopje  
(Macedonia), Colombo (Sri Lanka), Surabaya (Indonesia), and 
Nairobi (Kenya). It also builds on the lessons of extensive work 
by the World Bank’s regional units, par cularly in the East 
Asia and Pacific region—through the Sustainable Urban  
Energy and Emissions Planning (SUEEP) Program—in Eastern 
Europe and Central Asia, and in the La n America and the 
Caribbean region.  

October 2013 

“Mayors are pragma sts, not par sans; innovators, not ideologues. We are responsible for deliver-
ing results, not deba ng poli cs. And as the world becomes increasingly more urban, the im-
portance of bold local ac on—par cularly on climate change— will con nue to grow.”  

New York City Mayor Michael Bloomberg 

公式オブザーバー組織 



 

出典: UNEP, 2012 

ギャップを埋める方法: 部門政策分析の結果※ 
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目標の高い展望 

14地域の分析に基づく熱エネルギー需要のシナリオ（GBPN, 2012） 

2030年までに2.1Gt以上のGHG削減 

? 

異なるシナリオ: 

ロック 

イン効果 

強気 通常 弱気 



主な問題 
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最低限必要なパフォーマンスとしてのネットゼロ～ポジティブ・ビル: 

新しい方針とコンプライアンスの強化 

エネルギー効率を高める改修の拡大: 

効率化にむけて市場は進化してきたが、さらなる発展が必要 

不動産投資家と開発業者は、「さらに推進」の意志がある 

しかし、コストと利益に関するより質の高い情報、明確な公共政策
が必要 

これは喫緊の課題です  

リスクは常に拡大 - どのように、対策を拡大するべきか？ 
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利用可能な政策シナリオ 

The GBPN Building Energy Performance Scenarios Tool（BEPS）は、建築物の
種類と築年月ごとに、11地域のさまざまな政策環境における建物熱エネルギー

需要シナリオを公開しています。 

強
気 

通常 

世界の総熱エネルギー使用量 

強気/通常 

太平洋OECD 

その他のアジア太平洋 

南アジア 

中央アジア 

旧ソ連 西ヨーロッパ 

東ヨーロッパ 

中東 

サブサハラアフリカ 

北アメリカ 

ラテンアメリカとカリブ海 



最先端の政策基準 

新築建物向けの最先端の政策基準 

既設建物向けの最先端の政策基準 

規制手段 建築評価 財政措置 経済措置 キャパシティビルディング 全体パフォーマンス 

全国的目標 基準要件 インセンティブ制度 

 

公共事業としてプロ
グラム 研修と教育 1当たりの消費量 

公共建物 

住宅建物 
ユニット当たりの 

消費量 

総消費量 

ワンストップショップ 課税メカニズム ラベリング制度 
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市場措置 



新築建物の最適な基準 
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包括的アプローチ ダイナミックなプロセス 実施方法 技術要件 全体パフォーマンス 

パフォーマンスアプローチ ゼロエネルギー目標 施行基準 建築シェル オンサイトエネルギー 

選択解除 リセット 共有 基準 ヘルプ 
アルファベット順にソート｜ スコアごと 

評
点

 

全エネルギー含む 

エネルギー効率と再生可能エネルギー 

改定サイクル 

最低限以上の水準 

認証 

政策パッケージ 

技術システム 

再生可能エネルギーシステム 

一次エネルギー 

GHG排出量 



最適な基準は全体的アプローチを取ります 

• 参考とした事例: 

• マサチューセッツ 

• オーストリア  
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包括的アプローチ 
ダイナミックなプロセス 実施方法 技術要件 全体パフォーマンス 

パフォーマンスアプローチ ゼロエネルギー目標 施行基準 
建築シェル オンサイトエネルギー 

評
点

 

全エネルギー含む 

エネルギー効率と再生可能エネルギー 最低限以上の水準 

改定サイクル 認証 

政策パッケージ GHG排出量 

一次エネルギー 技術システム 

再生可能エネルギーシステム 

選択解除 リセット 共有 基準 ヘルプ 
アルファベット順にソート｜ スコアごと 



最適な基準は、目標に向けて改訂されます 

• 参考にしたさまざまな発展段階の基準: 

• アイルランド 

• オランダ 

• シアトル 
 

包括的アプローチ ダイナミックなプロセス 実施方法 技術要件 全体パフォーマンス 

パフォーマンスアプローチ ゼロエネルギー目標 施行基準 建築シェル オンサイトエネルギー 

評
点

 

全エネルギー含む 

エネルギー効率と再生可能エネルギー 

改定サイクル 

最低限以上の水準 政策パッケージ 

認証 技術システム 

再生可能エネルギーシステム 

一次エネルギー 

GHG排出量 
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選択解除 リセット 共有 基準 ヘルプ 
アルファベット順にソート｜ スコアごと 



最適な基準の実現まではまだ長い道のりです 
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• 参考とした事例: 

• スウェーデン 

• ニューヨーク 
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包括的アプローチ ダイナミックなプロセス 実施方法 技術要件 全体パフォーマンス 

パフォーマンスアプローチ ゼロエネルギー目標 施行基準 建築シェル オンサイトエネルギー 

評
点

 

全エネルギー含む 

エネルギー効率と再生可能エネルギ
ー 

改定サイクル 

最低限以上の水準 

認証 

政策パッケージ 再生可能エネルギーシステム 

技術システム 

GHG排出量 

一時エネルギー 

選択解除 リセット 共有 基準 ヘルプ アルファベット順にソート｜ スコアごと 



Comprehensive approach for buildings

Planning         Design        Construction     Operation    Tuning    Retrofit

Carbon Reduction 

Reporting for SME

Cap & Trade Program

Larger
New buildings

Existing 

buildings

Smaller
Planning/Operation Stage

Green Building 

Program

District Plan for 

Energy Efficiency

Developments

 w. incentive bonus

Japan

(2011)

Population: 13.3 million

Area: 2,200 sq.km

GDP: 1,169 billion USD

GHG: 65 million tonnes

GHG Emissions 

from Annex I Countries (2010)

Tokyo 東京？ 
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包括的アプローチ ダイナミックなプロセス 実施方法 技術要件 全体パフォーマンス 

パフォーマンスアプローチ ゼロエネルギー目標 施行基準 建築シェル オンサイトエネルギー 

評
点

 

全エネルギー含む 

エネルギー効率と再生可能エネルギー 

改定サイクル 

最低限以上の水準 政策パッケージ 

認証 

再生可能エネルギーシステム 

技術システム 

GHG排出量 

一次エネルギー 

選択解除 リセット 共有 基準 ヘルプ 
アルファベット順にソート｜ スコアごと 

東京: グリーンビルディング政策 



ベストプラクティス改修政策の特定 

Page 1 | You are free to use this information under the conditions of the Creative Commons CC BY License and you must state the source of data as fol lows on all documents: "Source, the Global 

Buildings Performance Network, 2014".

建築評価 財政措置 経済措置 キャパシティビルディング 全体パフォーマンス 

全国的目標 基準要件 インセンティブ制度 公共事業としてプログラム 

ワンストップショップ 

1当たりの消費量 

規制手段 

デンマ
ーク 

ニュー
ヨーク 

スウェ
ーデン 

住宅１戸当たりの消費量 

住宅建物 

公共建物 

ラベリング制
度 

課税メカニズム 市場措置 

研修と教育 

総消費量 

ユニット当たりの消費量 



改修政策パッケージ 
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建築評価 財政措置 経済措置 キャパシティビルディング 全体パフォーマンス 

全国的目標 基準要件 インセンティブ制度 公共事業としてプログラム 研修と教育 1当たりの消費量 

規制手段 

評
点

 

住宅建物 

公共建物 

ラベリング制度 課税メカニズム 市場措置 ワンストップショップ ユニット当たりの消費量 

総消費量 
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選択解除 リセット 共有 基準 ヘルプ 
アルファベット順にソート｜ スコアごと 



ベストプラクティスの成功事例 

- スウェーデン 
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• 野心的な計画 - 全国目標/建設目標/省エネ（ＥＥ）目標 

• 事業部門の目標: さらに前進したい – 2050年目標を使用、弾みをつける 
– 建設コミュニティは、現在の規制を上回るパフォーマンスを実現したいと思っている（例: renZERPコンセプト） 

– 特にエネルギーの問題とパフォーマンスに関して  

• キャパシティ・ビルディングは、スウェーデン政府にとって非常に重要 
– 住民のエネルギー効率に対する意識 - 若いうちから教育 

– 社会全体が、建物性能については高い水準を持っている  

• ベストプラクティス建物のデータの品質 - オンラインで利用可能 - スウェーデ
ンの現状がわかる 

• 以下の対策の高い浸透度: 
– 地域暖房 

– ヒートポンプ 

– 三重ガラス 

• 新築割合の少なさ – 改修の相対的な重要度 

• Bebo/Belok（建物類型学の総合ソリューションショップ）における既存建
築の改修ネットワーク 



全体パフォーマンス 

～-15% 

エネルギー消費量の推移 

（基準年の水準を100とする） 

スウェーデン 

消費量 
GDP当たりの消
費量 

1人当たりの消費量 床面積当たりの消費量 1住宅当たりの消費量 
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ベストプラクティスの成功事例 

- ニューヨーク 

• 幅広い改修政策の実施 
– すべてのSOTA基準を浅く網羅  

– 歴史の長い改修政策（1996年） 

• 資金調達と経験 
– 州規模の連携 - 複数の財源の確保（固定資産税納付者からの財源、RGGI、連邦政府財源） 

• リーダーシップとイノベーション 
– 研修基準と国の基準 - エネルギースター/Building Performance Institute 

– ニューヨーク市のGreener Greater Buildings Plan – ベンチマーク、監査、基準改訂 

• 政治的支援とパートナーシップ（トップダウン） 
– クオモ知事と前知事のリーダーシップ 

– 州当局と地方自治体のネットワークの協力 

• コミュニティベース戦略（ボトムアップ） 
– Cleaner Greener Communities Mission/持続可能性計画/Green Jobs Legislation 

• 市場変化 
– 市場での活動を刺激する創造的な戦略 

– クリーンエネルギーと経済成長の結び付け 
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Page 1 | You are free to use this information under the conditions of the Creative Commons CC BY License and you must state the source of data as follows on all documents: "Source, the Global 

Buildings Performance Network, 2014".

全体パフォーマンス 

～-20% 

ニューヨーク 

消費量 
GDP当たりの消費
量 

1人当たりの消費量 床面積当たりの消費量 1住宅当たりの消費量 



ギャップ - ベストプラクティスと最先端の比較:  

ニューヨークの事例 
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最先端の 

政策基準 

ベストプラ
クティスの
例:NY 

最先端の基準の要素 

1
0
点
満
点
で
の
回
収
ツ
ー
ル
ス
コ
ア

 



東京: リノベーションの促進策 

東京 
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建築評価 財政措置 経済措置 キャパシティビルディング 全体パフォーマンス 

全国的目標 基準要件 インセンティブ制度 公共事業としてプログ
ラム 

研修と教育 1当たりの消費量 

規制手段 

評
点

 

住宅建物 

公共建物 

ラベリング制度 課税メカニズム 市場措置 
ワンストップショップ ユニット当たりの消費量 

総消費量 

選択解除 リセット 共有 基準 ヘルプ 
アルファベット順にソート｜ スコアごと 



東京: 全体パフォーマンス 

C&T 

Implemented

Remarkable Reductions in 3 Years

 
Facilities under C&Tand Tokyo (total) decreased emissions drastically

Enact C&T

東京の建物向けキャップ＆トレード制度 – 導入以降、エ
ネルギー関連GHGの計22%の削減（CO2

-e濃度27%減） 

出典: TMG 

C&T制定 

日本全体の最終エネルギー消費
量（工業/商業部門) 

（2006年3月期＝100） 

東京の最終エネルギー消費量
（工業/商業部門) 

（2006年3月期＝100） 

東京のキャップ＆トレード制度
下における施設の二酸化炭素排
出量 

（2006年3月期＝100） C&T実施 



ツールから得られた主な洞察 

既存建物向けの政策手段: 

•新しい分野。 

•包括的な政策パッケージがある。 

•万能な「最適」パッケージは存在しない。 

•財政メカニズム - 地域ごとに調整。 

•改修の野心的な目標がない。 

新築建物向けの政策手段: 

•万能な“最適”基準は存在しない。  

•高いゼロエネルギー目標が必要。 

•パフォーマンスアプローチに移行していく。  

•すべての基準について実現方法を模索する必要が
ある。  

•全体パフォーマンス値がない。 

 



将来の展開: 多角的な利益 

出典: IEA, 2013 
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ウェビナーシリーズ 

• ウェビナー1: ベストプラクティス政策メカニズムを利用す
ることで、どのようにして建設部門のエネルギー消費量削
減を実現できるか？ 

• ウェビナー2: 改修政策パッケージにおいて、省エネルギー
目標と規制手段は不可欠な要素か？ 

• ウェビナー3: ラべリングと認証制度は、既設の建築ストッ
クにおける大幅なエネルギー削減につながるか？  

• ウェビナー4: エネルギー改革の財源は、どのようにして確
保できるか？インセンティブと推進要因に関するベストプ
ラクティス地域からの洞察 

ウェビナー2のお申込みはこちらから
http://www.gbpn.org/newsroom 

 

http://www.gbpn.org/newsroom


結論 

• 到達点の高い政策は存在
しており、実際に成果を
上げている 

• 鍵: 実施方法とモニタリ
ングを改善する必要があ
る 

• 要点: 野心的な目標、そ

して規制、インセンティ
ブ、最低水準を超えるこ
とに対する報酬の適切な
組み合わせを含むダイナ
ミックなプロセス 

• 基礎: ベストプラクティ

スの共有とキャパシティ
ビルディング 



ありがとうございました！ 

今後ともよろしくお願いいたします 

当組織のWebサイト: www.gbpn.org 

当組織のTwitterアカウント: @GBPNetwork 

当組織のEメールアドレス: project@gbpn.org 


